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令和元年１２月１１日

理科 ２年 佐藤先生

理科「化学変化（酸化・還元）」

○「酸化」…酸素と結びつく化学変化 ○「還元」…酸素をうばう化学変化

１ 授業のポイント１

（本時は、

実験５の

考察です）

○学習ファイル・プリントの工夫

○観察 ○濁った気体

授業で配ったプリント

はファイリングしてい

きます。
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２ 授業のポイント２

○グループで考察を進める（主体的・対話的で深い学び）

今までならば教室で考

察をしましたが、実習室

で行う方が便利です。

最初からグループが作

れます。
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３ 授業のポイント３

○化学反応式を理解するために（標準の問題）

（標準の問題）：酸化銅と炭素の化学反応式とモデルを考える

二酸化炭素は分子です！ 酸化銅は、割合です
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４ 授業のポイント４

○化学反応式を理解するために（発展の問題）

（発展の問題）白い沈殿が生じた後も二酸化炭素を通し続けると溶液が透明になりま

した。この化学変化の反応式とモデルを考えよう！


